
◆ 街道探訪会３ 「イザベラ・バードの歩いた道とやまびこ村」 

 

参加者１５人午前９時にマイクロバスで月岡ホテルを

出発。曇りがちで風があり寒い日であったが、幸運にも雨

が降らず昼前からは薄日がさし、まずまずの天候であった。 

 片桐繁雄さん(前上山市立図書館長)の案内で出発、ユー

モアを交えた軽快な楽しい解説。イザべラ・バードの「日

本奥地紀行（高梨健吉訳）」の一説「東洋のアルカディア」

や「上ノ山は清潔で空気がからりとしたところである。美

しい宿屋が高いところにあり、楽しげな家々には庭園があり、丘を越える散歩道がたくさん

ある。・・・・」等を紹介。ほどなく堅磐橋（上山市川口）に着

く。明治時代に建設され、イザべラ・バードが実際に通った橋だ。

一同寒風の中カメラのシャッターを切る。 

続いて中山橋（上山市中山）、吉田橋（南陽市小岩沢）もバス

を降りて石橋を見学。上山市には、この他に同時期に建設された

明治の石橋が楢下宿に二つ残っていて、併せて５基とも「土木県

令」「鬼県令」と呼ばれた初代山形県令三島通庸(薩摩出身)がつく

らせたもので、現在も使用され経済産業省近代産業遺産群に指定

されている。いずれもアーチ型の見事な石橋である。三島県令の

委嘱により洋画家の高橋由一が栃木、福島、山形の新道の風景を

描いた２００図が残されている。 

 午前１０時をまわったところで、１０時開館のハイジアパーク

南陽（南陽市上野）に到着。ここには「イザべラ・バード記念コーナー」があり、山形県と

いうよりも日本で唯一イザべラ・バードに関する貴重な資料が見られるところである。ここ

には、当時南陽市が職員を英国に派遣して収集した貴重な資

料が、展示されている。山形県は、平成１３年にイザべラ・

バードの示唆を基にアルカディア街道復興計画を策定し、豊

かな地域資源に磨きをかけ、未来につなぐ県土づくりを進め

ている。上山市でも、その計画の一環で楢下宿の保存活用に

力を入れている。 

 ハイジアパーク南陽を出て、小滝街道に向かう。小滝街道の名前の由来である小滝を見て

いこうと、片桐繁雄さんの発案で途中立ち寄ることに。橋の上から滝を眺めると、文字通り

小滝である。近くに直売所があり、産直の野菜やキノコを買い求める参加者。小滝を過ぎる

とすぐ小滝街道（現国道３４８号）に入る。古くは、米沢から山形への街道の要衝であった。

現在はトンネルの新道であるが、敢えて旧道の小滝峠を通る。峠を越え、やまびこ村を俯瞰

すると、「ウワァー」という歓声があがる。 

 やまびこ村に到着し、すぐに古街道を歩く。要衝の街道であったとはいえ、羊腸の小径を
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通行する往時の苦労を一瞬味わうことができた。 

いよいよ山元のそばまつりに参入。山元の地でとれたそば粉の

三たて（挽きたて、打ちたて、茹でたて）のそばとかい餅を、

かつての山びこ学校体育館でごち

そうになる。一際おいしい。その後

は、山元地区公民館の長橋榮次館長

より山元村の歴史を伺い、館長自身が保管している殿様の衣装

など貴重なものを拝見。どうしてこの村に古い史跡がいたると

ころにあるのかという謎が解決。室町時代以前には米沢と山形

を結ぶ街道の要衝であったとのこと。 

午後１時山元を出発、長谷堂城址を横目にして、みはらしの

丘を経由、旧羽州街道の二軒茶屋跡を見学。向かい合って二軒

の茶屋があったので二軒茶屋跡というそうで、現在は井戸の跡

が残っておりました。このすぐそばに新明神社があり、境内の

東端に立つと山形市街地及び蔵王連峰が一望できるビューポイ

ントで一同記念撮影。さらに南進すると旧羽州街道の地蔵堂、

かつて上山領境界で標柱が立っていた地点で上山と山形の領境界であったところを車中よ

り眺め、２時前に無事月岡ホテルに到着。参加者は大満足の様子でした。 

（山口登市 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     二軒茶屋跡にて             新明神社境内にて 一同ニッコリ 
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